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リンゴわい性台木の地上部長の違いによる生育への影響について

藤根 勝栄・佐々木 仁・小野田和夫
(岩手県日芸試験場 )

｀ 8rFing Effects of M26 ■ootstocL Lellgth on er。 喘̈h of App10 Tree

Sboei FuJINE,HitOshi SASAKI andん zuo ONoDA

(Ittate HOrticuitur31 EXPeriment St8tiOn)

表 : 地上部台木長と樹勢
1 は  し 力ヽ  き

わい性 リンゴ苗本の定植にあたって,本県では地上に出

す台本部分の長さを20～ 30昴としているが,植付の不均一

あるいは植付後の樹の沈下などによって台木長の不揃いを

生じやすく,こ のことが生育に影響を与えるように観察さ

れる例もある。定値後の地上部の台木長が穂品種の生育,

結実量,及び根群の発達に及ぼす影響を,現地調査により

検討したのでその結果を報告する。
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2調 査 方 法

(1)調査園地

紫波郡矢巾町陣ケ岡,水本郁雄氏園  黒ぼく台地
●)調査内容
地上部台木長が 6昴から55術の長さのM26台ムじ, 81本

について樹の生育を調査した。また,地上部台木長12"の

もの 1樹 と36昴のもの 2樹 について掘 り上げ,根群の分布

を調査した。これらの樹は昭和50年接木,51年定植の 6年

生で,植栽距離は 4× 2πの 125本/10aの植えである。な

お,定植時の地下部の台木長は15昴であった。

3 結 果 及 び 考察

1 地上部台木長と穂品種の生育
表 1に示すとおり地上部の台本の長さは穂品種の生育に

影響を与え,樹高,樹冠IIE,樹冠容積 ,新槍長 ,着果数 ,

幹周 (接 目上10",地上部30続 )と の間に有意な負の相関

が認められた。樹冠の長さ (植栽方向の長さ)は ,植栽距

離や整枝剪定の影響により相関は認められなかった。地上

部の台木が短いと樹の生育が旺盛で,土壌によっては目標

とする大きさ以上になることが推察される。一方長過ぎる

と新槍の伸びが少なく,樹勢は落ち着きやすいので植付初

期の生育量は多いが,樹冠の拡大が遅いため 4～ 5年 を経

過すると着果数が少なくなる傾向が出てくる。調査園地の

スじでは,地上部の台本長が 20～ 24術の樹が適正な職権で

あると推察された。

2 地上部台木長と根群の分布
地上部台木長が 36"の樹 (以下長台木と言う)の根の菫

図 1 長台木の根の垂直分布
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主幹からの距離

図 2 長台本の根の水平分布
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直分布は,最深で60昴までと浅く分布しており,特に 0～

20"の深さに全体の 788%の根が分布していた。養水分の

吸収に最も関連する細根の最も同様にこの範囲に75%が分

布していた (図 1)。 水平分布は,主幹から200"ま でで

あったが,50"の範囲に55%, 100昴までの範囲に83%が

分布していた (図 2)。

これに対し地上部台木長が 12“の樹 (以下短台木と言う)

の根の垂直分布は,160昴の深さまで伸長しており, 長台

木では認められなかった60昴より深い層にも12%の根の分

布を示し, 0～ 20昴の表層には50%と 全体に深い範囲に根
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図3 短台木の根の垂直分布

表 2 地上部台木長と根群分布

4 ま  と  め

1 わい性台木の地上部長と穂品種の生育との間に高い

負の相関が認められた。

2 根群分布では,長台本の場合は浅い分布を示し根量

も少なかったが,短台本では深い範囲に分布し,根量も多

図 4 短台木の根の水平分布

が広がっていた (図 3)。 水平分布では長台本と同様に主

幹から200"の範囲に分布していたが,割合ではやや主幹

寄 りに分布する傾向が認められた (図 4)。

総根重は短台木が長台木に比較して34%多く,穂品種の

生育量と同様の傾向がみられた (表 2)。

以上のことから,地上部台本長が長いと穂品種の生育量

と共に根群の発達が少なくなり,しかも根は浅い分布を示

すこと,逆に地上部の台木が短いと穂品種の生育量が多く

なり,根群が多くしかも深 く分布することが認められた。

かった。

わい性リンゴの生育は,台木長が一定であっても土壌条

件や施肥量及び穂品種の種類によって異るものと考えられ

る。目標とする大きさに樹勢を維持 ,コ ントロールし,安

定生産をはかるため,これらの条件を含めた技術の確立が

必要である。
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長台本 1 3,042 78 81 1662 0 54'7 28 29 11 02

短台木 2 4,088 4946 2096 17 56 5 30 068 76 72 20 00 0


